
 

平成 28 年 5 月 12 日 

各      位 
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代表者名 代表取締役社長  緒 方 正 憲 
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問合せ先 取締役管理本部長 岩 下 征 吾 
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営業外費用、特別損失の計上及び繰延税金資産の取り崩しに関するお知らせ 

  

当社は、平成 28 年 3 月期第 4四半期会計期間（平成 28 年 1 月 1日から平成 28 年 3 月 31 日）

において、下記のとおり営業外費用、特別損失の計上及び繰延税金資産の取り崩しを計上いたし

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．営業外費用（個別決算、連結決算） 

平成28年3月期第4四半期会計期間の連結決算におきまして、当社の海外債権（海外加盟オ

ーナー様に対する経常運転資金の貸付金）において回収に疑義が生じたため、当該債権に対

して貸倒引当金12百万円を追加計上いたしました。 

これにともない、平成28年3月期連結会計年度におきまして、合計で貸倒引当金繰入額 35

百万円を営業外費用として計上いたしました。当社といたしましては、引き続き同海外債権

の回収に努めてまいります。 

 

２．特別損失（個別決算、連結決算） 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社において使用見込みがなくなり遊休資

産に該当する固定資産について、店舗建物を利用する賃貸先が見つからず、次善の策として

売却も検討いたしましたが、売却先も見つからなかったことから、遊休資産として扱うこと

とし、今般、店舗建物等の評価について検討を行った結果、平成28年3月期第4四半期会計期

間において、減損損失12百万円を特別損失として計上いたしました。 

  

３．繰延税金資産の取り崩し（個別決算、連結決算） 

平成28年3月期及び今後の業績動向を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討し

た結果、回収可能性のスケジューリングが不透明な部分について、繰延税金資産の一部を取

り崩し、法人税等調整額に17百万円を計上いたしました。 

 

以 上 


